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２．流量の推定について
３．「ダムによらない治水を検討する場」で積み上げた治水対策の効果について
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８．まとめ
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１．第１回検証委員会のとりまとめについて
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１．第１回検証委員会の検証結果について

【令和２年７月豪雨の概要について】

＜気象概要＞

・九州では７月３日、４日の２日間で、７月１ヶ月の平均雨量に相当する降雨量を観測。

・球磨川流域では線状降水帯が形成され、時間雨量３０ｍｍを超える激しい雨を、８時間にわたって連続して観測。

＜観測雨量＞

・球磨川本川の中流部から上流部、支川川辺川の観測所において観測開始以来最大の雨量を観測。

・河川整備基本方針の計画降雨（人吉上流域１／８０、横石上流域１／１００）を超える雨量を観測。

＜観測水位＞

・横石観測所（八代市）から一武観測所（錦町）に至る球磨川本川の各観測所において計画高水位を超過。

・球磨川本川の下流部から中上流部、支川川辺川の各観測所で、観測開始以来最高の水位を記録。

【令和２年７月豪雨の被害状況について】

＜家屋被害＞

・球磨川では、本川中流部から支川川辺川合流点付近を中心に浸水が発生。浸水面積約１０２０ｈａ、浸水戸数

約６，１１０戸を確認。

・球磨川の中流部（八代市坂本～芦北町、球磨村）は、氾濫流による家屋倒壊も確認。宅地かさ上げを実施した箇所に

おいても約２～４ｍの浸水被害を確認。

・人吉市街部、球磨村渡地区では広範囲で浸水、場所によっては建物の２階まで浸水。青井阿蘇神社では、昭和４０年

７月洪水を約１．５ｍ上回り、寛文９年洪水（１６６９年)と同程度の浸水深を確認。

＜施設被害＞

・橋梁１７橋が流出。国管理区間、県管理区間とも堤防決壊のほか、堤防損傷、護岸欠損を多数確認。

＜人的被害＞

・今回の豪雨災害による熊本県内の犠牲者は６５名。そのうち、球磨川流域の犠牲者は５０名と推測。
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【浸水範囲と氾濫形態について】

・球磨川中流部では、Ｌ２（想定最大規模）の浸水想定区域に近い広がりの箇所も確認。

・人吉市街部では、Ｌ２の浸水想定区域ほどの広がりはないが、球磨川本川で堤防高を２ｍ程度超える水位で流下。

堤防沿いや山田川の合流付近で３ｍ～５ｍの浸水深を確認。

・川辺川合流から上流の本川区間でほとんどは、Ｌ１（計画規模）の浸水想定区域よりも広がりは狭い。

【人吉地点の流量の推定】

・人吉地点上流での氾濫がなく市房ダムがなかった場合に想定されるピーク流量は、概ね８，０００m3/s程度と推定。
（精度向上必要）

【市房ダムにおける洪水調節について】

・水系内の６つのダムで、今次洪水では基準降雨量を超える雨量の予測が発表された時点で、貯水位を低下でき
る状況ではなかった等により事前放流を行えなかった。

・今回の出水では予備放流を実施し、更なる洪水調節容量を確保（約１９０万m3追加して、約１，６２０万m3を確保）

・最大流入時に流入量の約５割（６５０m3/s）をダムに貯めて、下流河川の水位を低減し、多良木地点では、約９０cmの

水位低下、避難判断水位に達するまでの時間を約２時間程度遅らせる効果を推定した。

・大量の流木を市房ダムで捕捉し、ダム下流の被害を防止する効果を推定した。

【治水対策について】

＜「ダムによらない治水を検討する場」で積み上げた治水対策＞

・これまでに、萩原堤防の補強対策、人吉市街部の築堤、川辺川筋の河道掘削等の治水対策を継続的に実施。

・市房ダムにおいて、予備放流の実施を位置づけ（今回の洪水を含めこれまで３回実施）。

＜「球磨川治水対策協議会」で検討していた治水対策＞

・昭和４０年７月洪水と同規模（人吉５，７００m3/s）を目標流量として治水対策メニューを検討してきたが、今回の洪水の

流量は概ね８，０００m3/s程度であり、これを大きく上回る。

＜川辺川ダムにより想定される効果＞

・仮に川辺川ダムがあった場合を想定し、従来から検討してきた貯留型ダムでの洪水調節ルールを用いて川辺川ダム

による洪水調節後の人吉地点のピーク流量を推定すると、概ね４，７００m3/s程度。（精度向上必要）

１．第１回検証委員会の検証結果について 3



２．流量の推定について
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２．流量の推定について（流量の推定方法） 5

水位-流量曲線の作成

←

水
位

流量→

流量観測結果

洪水のピーク流量の推定

①洪水時のピー
ク水位から流量
を推定

ピーク水位が観測できている場合ピーク水位が観測できていない場合

③氾濫解析から上
流で氾濫が発生し
ない場合のピーク
流量を推定

○ピーク水位が観測できている観測所のピーク流量については、過去の水位と流量の関係や
今回の流量観測結果等から、洪水のピーク流量を推定・・・①
○ピーク水位が観測できていない地点の流量は、流出解析を行い実績の降雨量から河川に
流出するピーク流量を推定・・②
○加えて、上流で氾濫が発生した地点の流量は、堤内側の氾濫状況を把握し、それを計算に
より再現する解析（氾濫解析）を行い、その解析モデルを使って、上流で氾濫が発生しない
場合のピーク流量を推定・・・③
○流出解析により、上記で推定したピーク流量を再現する流量波形を推定

氾濫が発生しない場合の流量を推定する。
降雨から算出した流量をもとに氾濫解析を行い、

堤内側の浸水の再現も踏まえ、実績流量を推定する。

②流出解析か
らピーク流量
を推定



２．流量の推定について（流域平均雨量の算出） 6

○河川に流出する流量を推定する際の降雨量は、国交省、気象庁、熊本県所管の雨量観測
所（５７観測所）の雨量データをもとに算出した。各流域の平均雨量は以下のとおり。
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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２．流量の推定について（各観測所のピーク水位） 7

○今次洪水における水位の観測状況は下表のとおりであり、人吉、渡観測所においては、欠
測によりピーク水位を含む時間帯の水位を観測できていない。なお、人吉地点近傍の危機
管理型水位計（大橋）においては、ピーク水位を含む時間帯の水位を観測できている。
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伊佐市 えびの市

八代市
銚子笠
(1,489m）

人吉地点

横石地点

柳瀬地点

一武地点

渡地点

球磨川水系河川整備基本方針（H19.5）の計画高水流量図

観
測
所
名

河川名
位置
（㎞）

ピーク
日時

ピーク
水位（m）

計画
高水位

（m）

柳
瀬

川辺川 2.27 7/4 9:00 8.07 6.1

一
武

球磨川 68.71 7/4 9:30 6.89 5.7

人
吉

〃 62.17

－ (欠測)
7/4 9:50
※人吉大橋危機
管理型水位計の
データ（61.5km）

－ (欠測)
6.9～7.6程度
※痕跡水位より

4.1

渡 〃 52.64 － (欠測)
－ (欠測)

15.1～15.7程度
※痕跡水位より

11.3

横
石

〃 12.77 7/4 12:00 12.43 10.5

観測所毎の観測水位



２．流量の推定について（氾濫域の浸水深と氾濫解析） 8

○氾濫状況を再現する解析（氾濫解析）モデルにより、氾濫が発生しない場合のピーク流量を
推定するため、洪水後に浸水区域や浸水深の現地調査（洪水痕跡調査）を実施。

※洪水痕跡調査など浸水区域・浸水深調査結果より、今次出水の浸水深を推定。

ブロック番号
平均
浸水深
(m)

1 4.6

2 3.9

3 1.7

4 2.0

5 4.5

6 4.7

7-1 2.4

7-2 1.7

8 2.2

9 1.0

10 1.4

11 1.3

全体 2.8

【氾濫解析】
・越水を考慮した氾濫解析を行い、実績浸水区域・浸水深を再現
・解析範囲は、本川上流端は「市房ダム地点」、川辺川上流端は「柳瀬地点」
とし、各々の地点に境界条件として実績流量を与える
・貯留関数法による支川流入量を河道に境界条件として与え、河道の水位・
流量を推定し、堤防高との関係から越流量を推定し、河道外の浸水域の流
量も同時並行して、時々刻々計算
・人吉より下流地点の水位波形および縦断的な河道痕跡水位を再現

表 ブロック毎の平均浸水深

図 洪水痕跡調査結果

■参考‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐



午前5:30～7:00の状況

○今次洪水による人吉市街地の浸水状況について、カメラ映像や証言情報等を基に時系列
で整理。※
○山田川からの越水による浸水開始時刻は、証言などから６時頃と想定される。
○下流から上流域に徐々に越水が進行。越水した水は土地の低いところに湛水。

２．流量の推定について（再現計算の妥当性確認：山田川周辺の浸水形態の分析） 9

湛水位T.P.103.73m

1-① 6：57 球磨川右岸（九日町）越水開始

1-④ 6：57 九日町山田川氾濫水到達

1-③ 6：32 山田川左岸
五十鈴橋上流越水開始1-⑧ 6：31 山田川右岸

五十鈴橋上流 越水開始

1-② 6：26 山田川左岸
二代目前越水開始

6：20 球磨川右岸 下新町越水開始（証言）

6：15 山田川左岸 スピリット前越水開始（証言）

6：10 山田川右岸
出町橋付近越水開始（証言）

1-⑦ 6：01 三条橋上流右岸
内水確認

1-⑥ 5：57青井阿蘇神社横国道
冠水進行

1-⑤5：19 青井阿蘇神社横国道 冠水開
始

図中の浸水深は
｢6:30～7:00頃｣の想定

※代表地点の湛水深（証言より）
を基にレベル湛水を想定した
湛水深

※7:00頃の浸水エリア(聞きとり
情報等)についても0.5m未満
で着色

※熊本県で浸水形態調査を実施（8～9月）



午前7:00～8:00の状況

○山田川からの氾濫水が住宅地へ激しく流入すると共に、球磨川の氾濫開始も確認され、青
井阿蘇神社付近等での急激な水位上昇も確認される。
〇推定される浸水深は九日町で約２ｍ程度、球磨川の氾濫開始までの暫くの間は同水位で
一旦止まったとの証言あり。

２．流量の推定について（再現計算の妥当性確認：山田川周辺の浸水形態の分析） 10

図中の浸水深は
｢7:30～7:50頃｣の想定

※7:30頃の浸水エリア(聞きとり
情報等)についても0.5m未満
で着色

※代表地点の湛水深（証言より）
を基にレベル湛水を想定した
湛水深

地盤高T.P.103.8m(LPデータ) + 湛水深2m(証言) = 湛水位T.P.105.8m

2-⑥ 8：00以前
山田川、水位の上昇一旦止まる

2-⑦ 8：00以前
山田川、水位の上昇一旦止まる

2-⑧ 8：00以前
山田川氾濫状況

2-② 7：58 五十鈴橋上流
住宅街への激しい流入

上流

2-① 7：45 五十鈴橋上流
ガードレールを超え逆流確認

下流

2-④ 7：42 青井阿蘇神社禊橋水没間際
20分で1ｍ以上水位上昇

2-③ 7：22 青井阿蘇神社
球磨川の氾濫水により蓮池冠水

湛水位T.P.104.75m(7:42)

※熊本県で浸水形態調査を実施（8～9月）



4-⑨10：15頃 九日町札ノ辻交差点
氾濫水位ピーク付近

3-⑤9：42 青井阿蘇神社
氾濫水位推定ピーク
球磨川に引き戻しが始まる

3-②9：30頃 山田川水位推定ピーク
河川カメラ

3-①8：48 二日町（交番付近）
氾濫水が西側に激しく流下

3-④8：04 青井阿蘇神社 禊橋水没

図中の浸水深は
｢9:00～10:00頃｣の想定

午前8:00～10:30の状況

○山田川が9:30頃、球磨川が9:50頃に水位ピークを迎えるまで浸水が拡大。
〇九日町の浸水深は約４ｍ程度との証言あり。

２．流量の推定について（再現計算の妥当性確認：山田川周辺の浸水形態の分析） 11

※実績最大湛水深
（第一回検証委員会資料より）

地盤高T.P.103.8m(LPデータ) + 湛水深4m(証言) = 湛水位T.P.107.8m

4-①10：15頃 球磨川、山田川
氾濫水位推定ピーク

4-⑤ 10：22
氾濫水は滞留し動きなし

※熊本県で浸水形態調査を実施（8～9月）

3-⑥9：31 鍛冶屋町
山田川浸水拡大は止まる

3-③9：31 鍛冶屋町
山田川浸水拡大は止まり、
球磨川の浸水拡大中



午前10:30以降の状況

○１１時頃には、氾濫水位の低下は確認されるも人吉大橋付近からの氾濫流入は継続。
○河川の水位ピーク後は、氾濫水が１～１．５ｍ以上低下すると共に、氾濫流が山田川に向
かって戻る流れが激しい箇所も確認。

２．流量の推定について（再現計算の妥当性確認：山田川周辺の浸水形態の分析） 12

図中の浸水深は
｢11:30～12:00頃｣の想定

※代表地点の湛水深（証言より）
を基にレベル湛水を想定した
湛水深

※熊本県で浸水形態調査を実施（8～9月）

13：30 山田川左岸 護岸崩壊

4-⑦ 12：12 青井神社
蓮池橋水位低下で見え始め
氾濫水1.5ｍ程度低下

4-④ 11：17 二日町
氾濫水の引き戻しが激しい

4-⑥ 11：04 鍛冶屋町,駒井田町
五十鈴橋 水位50㎝程度低下

4-③ 11：01 九日町
氾濫水位ピーク後50cm低下

4-②10：59 九日町
大橋からの氾濫流入続く

4-⑧ 10：56
氾濫水が駅前を西側へ激しく流下

湛水位T.P.105.35m(12:12)

ピーク水深より一律 -0.5 m



２．流量の推定について（氾濫解析結果） 13

○越水を考慮した氾濫解析により得られた浸水区域は、実績浸水区域を概ね再現できている
ことを確認。

球磨地域振興局

人吉市役所

人吉市役所
（仮庁舎）

山江村役場

相良村役場

人吉浄水苑

：実績浸水範囲調査結果



午前5:30～7:00の状況

○カメラ映像や証言情報等を基に整理した結果と氾濫解析による結果を確認した結果、山田
川から氾濫が発生し浸水域が拡大していく経過を概ね再現できていることを確認。

２．流量の推定について（氾濫解析結果の確認） 14

午前7:00～8:00の状況 午前8:00～10:30の状況

カメラ映像や証言情報等を基に整理した浸水経過

氾濫解析による浸水経過

午前6:40の状況 午前8:00の状況 午前9:00の状況



106.795

２．流量の推定について（氾濫解析結果の確認） 15
○浸水深についても青井阿蘇神社付近の痕跡を概ね再現できていることを確認した。

氾濫解析結果（R2.7出水）

読み値：約1.2m

地盤高：105.3 + 1.2 ⇒ 106.5m

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

0.00（上段）：浸水深（m）
0.00（下段）：地盤高（TP.m）



２．流量の推定について（ピーク流量） 16

観測所地点毎のピーク流量推定結果

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

観測
所名

河川名
位置
（㎞）

ピーク水位の日時
ピーク
水位（m）

ピーク
流量
（m3/s）

ピーク流量の推定方法

柳瀬 川辺川 2.27 7/4 9:00 8.07 約3,400 今次洪水の流量観測結果を用いて推定

一武 球磨川 68.71 7/4 9:30 6.89 約3,300 「市房ダムがある状態で、氾濫が発生しない場合」
の解析により推定

人吉 〃 62.17

－ (欠測)
7/4 9:50

※人吉大橋危機管理
型水位計のデータ
（61.5km）

－ (欠測)
6.9～7.6程度
※痕跡水位より

約7,400 〃

渡 〃 52.64 － (欠測)
－ (欠測)

15.1～15.7程度
※痕跡水位より

約9,800 〃

横石 〃 12.77 7/4 12:00 12.43 約12,000 〃

○今次洪水のピーク水位付近の流量観測ができている柳瀬地点のピーク流量は、今次洪水の流量観測
結果を用いて推定。

○一武、人吉、渡、横石の各観測所は近傍および上流で氾濫が生じているため、さらに人吉、渡観測所で
は、ピーク水位が観測できていないことから、過去の水位と流量の関係などからピーク流量を推定する
ことが困難。このため、降雨量からの流出解析結果を用い、水位波形や痕跡水位、氾濫状況を計算に
より再現する氾濫解析を行い、そのうえで「市房ダムがある状態で、氾濫が発生しない場合」の解析を
行い、各地点のピーク流量を推定。



今次洪水のピーク流量

人吉地点の推定ピーク流量

降雨、観測所水位、
ダム、浸水区域等の把握

観測所水位から各地点の実績流量推定

今次洪水での氾濫現象を
再現した場合の流量推定

氾濫が発生しなかった場合を想定した
ピーク流量の推定

流量推定の流れ

市房ダムによる洪水調節がなかった場合
を想定したピーク流量の推定

約7,900m3/s
（推定）

さらに市房ダムによる
洪水調節がなかった
場合を想定し推定した

ピーク流量

市房ダムの調節分

約500m3/s

○人吉地点の流量について、前回の検証委員会後に精査を実施し、「人吉地点上流での氾濫がなく、さら
に、市房ダムがなかった場合」に想定されるピーク流量を推定した結果、約７，９００m3/s程度と推定さ
れた。
○７，９００m3/sは、河川整備基本方針で定めた目標流量（基本高水のピーク流量）７，０００m3/sを上回る。

２．流量の推定について（ピーク流量） 17

氾濫が発生しなかった
場合を想定し推定した

ピーク流量

約7,400m3/s
（推定）

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

河川整備基本方針で
定めた目標流量

7000m3/s



２．流量の推定について（流量波形の推定） 18
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○流出解析(貯留関数モデルを使用)により、氾濫が発生せず更に市房ダムがなかった場合を想定した
ピーク流量を再現する流量波形（流量の経時的変化）を整理。

：市房ダムなし・氾濫なし

：市房ダムあり・氾濫なし

：市房ダムなし・氾濫なし

：市房ダムあり・氾濫なし

：市房ダムなし・氾濫なし

：市房ダムあり・氾濫なし

：市房ダムなし・氾濫なし

：市房ダムあり・氾濫なし
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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球磨川：渡地点

約9,800m3/s

約10,400m3/s

：市房ダムなし・氾濫なし

：市房ダムあり・氾濫なし



３．「ダムによらない治水を検討する場」で
積み上げた治水対策の効果について

19



○球磨川においては、平成２０年度以降「ダムによらない治水を検討する場」（以降、「検討す
る場」と略）で検討・議論を行い、「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」
をとりまとめた。

３．治水対策の効果について（「ダムによらない治水を検討する場」で積み上げた治水対策）20



21３．治水対策の効果について（ 「検討する場」開始以降に実施した箇所） 21

○「検討する場」において積み上げた治水対策について、平成２１年度から令和元年度までに
以下のとおり事業を進めてきたところ。

： 事業が完了した箇所

： 事業を実施中の箇所

球磨川の河川改修関係予算推移（ソフト対策を含む）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（百万円）



新萩原橋

球
磨
川
大
橋

萩原地区

堤防補強

Ｒ１まで実施

凡 例

Ｒ２以降予定

萩原地区の堤防補強

肥薩おれんじ鉄道

現況地盤面

▽計画高水位(H.W.L)

堤防補強（断面拡幅）

ＪＲ肥薩線

深掘れ箇所
7k600
（右岸）

法面すべり、浸透対策（矢板設置）

深掘れ対策

矢板設置

○萩原地区においては、堤防前面の深掘れ対策を平成２２年に概ね完了し、矢板打設によるすべり等対
策を平成２９年に完了しており、平成３０年から断面が不足している箇所の堤防補強対策を実施中。今
次洪水では一部で計画高水位を超えたものの大きな被害には至らなかった。

堤防補強状況

堤体下部整備完了（R2.6）

３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（萩原地区の堤防補強）〕 22

掘削

（R2.7.4撮影）

球磨川大橋

矢板設置状況

矢板施工中（H29.1）

令和2年7月洪水の状況



○仮に萩原地区の堤防が決壊し氾濫した場合には、計画規模の浸水想定区域図と同程度の浸水が八代
市の広範囲で発生していたものと推測される。

３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（萩原地区の堤防補強）〕 23

下流部
球磨川水系球磨川洪水浸水想定区域図（計画規模）

八代市
←前川

←南川 ←球磨川



３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（未対策地区の宅地嵩上げ）〕 24
○中流部では、浸水実績や地区内戸数、背後地の状況等を踏まえ、宅地嵩上げ等を順次実
施。

○宅地嵩上げ等を実施した地区では、これまで浸水被害が発生していなかったが、今次洪水
では宅地嵩上げ等の高さを上回り家屋浸水被害等が発生。

漆口地区宅地嵩上げ

藤本地区築堤

藤本地区築堤

施工前（Ｈ20.3）

施工後（Ｈ27.6）

漆口地区宅地嵩上げ

痕跡水位（推定）

築堤高さ
嵩上げ高さ

施工後（H26.5）

施工前（Ｈ20.1）



←球磨川

ＪＲ橋
国道２１９号

ＪＲ肥薩線

国道橋

村道橋

３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（下流改修の進捗状況に合わせた内水対策）〕 25
○球磨村渡地区では、国・県・球磨村の適切な役割分担の下、総合的な内水対策を実施中。
○国施工の導流堤及び可搬式ポンプは平成２６年に完成、県の築堤も一部を残し概成してお
り、今次洪水において一定の水位低減効果があったと推測されるが、堤防高を大きく上回
る洪水のため広範囲に浸水した。

平成17年9月洪水浸水実績図

内水対策【国】

洪水時水位低減対策
（導流堤）【国】

内水対策【国】

内水対策【国】

内水対策【県】

村道橋嵩上げ【県】

凡 例
浸水範囲

築堤【県】

Ｒ１まで実施

凡 例

Ｒ２以降予定

国道橋嵩上げ【県】
（仮設橋撤去等） 導流堤の整備状況

（Ｈ26.4撮影）

小川

導流堤



○ ５４ｋ

○ ５５ｋ

大柿地区

沖鶴橋

横断測線
（54k800）

Ｈ２７まで実施

凡 例

Ｈ２８実施予定

Ｈ２９以降予定

人吉橋

施工箇所

Co

As As

+104.56

計画堤防高 +105.25

HWL +103.75

（左岸）

河床の評価高

標準断面図

掘削・築堤護岸

施工前（Ｈ29.8）

施工後（Ｈ31.2）

○人吉橋下流左岸の掘削・築堤は、平成３０年度に完成。
○今次洪水においては築堤による浸水被害の軽減に加え、約１万ｍ3の掘削により河道断面が増加してお
り、一定の水位低減効果があったものと推測されるが、堤防高を大きく上回る洪水のため、大規模な浸
水被害が発生。

３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（人吉橋下流左岸の掘削・築堤）〕 26

痕跡水位（推定）



○球磨村地下地区、人吉市大柿地区、中神地区では、約２６万ｍ3の掘削を実施。今次洪水で
は河道断面が増加しており、一定の水位低減効果があったものと推測されるが、堤防高を
大きく上回る洪水のため、大規模な浸水被害が発生。

３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（上流（人吉市周辺）の掘削・引堤）〕27

球磨村地下地区

人吉市大柿地区

天狗橋

紅取橋

55k600

Ｒ１まで実施

凡 例

Ｒ２以降予定

沖鶴橋

56k800人吉市中神地区

人吉市中神地区掘削状況

施工前（Ｈ30.5）

施工後（Ｈ31.3）

施工前（Ｈ28.6）

施工後（Ｈ28.12）

人吉市大柿地区掘削状況



○７月3日15時から７月4日2時頃まで予備放流を実施し、事前にダムの水位を低下。
○予備放流を実施したことにより、洪水調節容量約190万m3を追加して、合計約1,620万m3確保できた。
○最大流入時において流入量の約5割にあたる650m3／ｓをダムに貯めて、下流河川の水位を低減。
○雨量や流入量の予測に基づき操作を行い、異常洪水時防災操作を行う状況とならなかった。
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流入量

放流量

貯水位

単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)
令和2年7月豪雨市房ダム洪水調節（7月3～5日）単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)

最高水位EL280.60m
4日10時50分頃ダムへの最大流入時の

洪水調節量650m3/s

約1,230万m3の洪水を
ダムへ貯留

予備放流で約190万m3の
洪水調節容量を確保

4日 5日

①

②

最大流入量1,235m3/s
4日7時40分頃

3日

最大時間雨量 ５４㎜

市房ダム流域平均雨量

最高水位頃の湖面状況

4日2時5分 洪水調節開始

サーチャージ水位
洪水期 今回 EL283.00m

10㎝

EL280.60m（最高貯水位）

EL277.50m　

EL273.30m　

EL271.72m　
EL270.00m　

EL249.00m　最低水位

EL280.7m（異常洪水時防災操作）

堆砂容量
【510万m3】

堆砂容量
【510万m3】

利水容量のみ
【1,680万m3】

貯留量
【約1,230万m3】治水容量

または
利水容量
【980万m3】

ダ
ム

①

②

予備放流
約190万m3確保

約1,230万m3貯留

53％カット

治水容量
【850万m3】

３．治水対策について〔「検討する場」で積み上げた対策（市房ダムの有効活用）〕 28

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

第１回委員会
説明資料-6０



○今回の豪雨で、市房ダムに大量の流木（約２万㎥※）が流れ込み、市房ダムの網場等で捕捉。
○流木がダム下流に流下し、橋梁に捕捉されることなどによる浸水被害の発生を軽減・防止したものと推定される。

※ドローンによる現地精査で推定。流木の量は今後変更の可能性がある。

流木捕捉状況（第2貯砂ダム付近）

流木捕捉状況（第1貯砂ダム付近）

土砂捕捉状況（第1貯砂ダム） 第２貯砂ダム

第１貯砂ダム

市房ダム

３．治水対策について〔市房ダムの有効活用（流木をダムで捕捉）〕 29

網場

湯山川

球磨川



３．治水対策について〔「検討する場」で積み上げた対策（市房ダムの有効活用）〕 30
○7月豪雨では、7月3日15時から7月4日2時頃まで予備放流を実施し、異常洪水時防災操作には至っていない。
○予備放流を実施しなかった場合は、異常洪水時防災操作を開始する水位（EL．２８０．７ｍ）を超えたものと考えられる。
○仮に異常洪水時防災操作を行った場合においても、多良木地点の避難判断水位への到達時間を約２時間遅らせる
「避難時間の確保」 、約500m3/s程度流量を低減するという「氾濫発生リスクの低減」の効果があったと考えられる。

▽EL283.0m 洪水時満水位

予備放流をせず異常洪水時防災操作に移行した場合のシミュレーション

約700m3/s

①避難時間の確保
（約2時間程度遅らせている）

②氾濫発生リスクの低減
（約５００m3/s程度最大放流量を低減）

最大流入量1,235m3/s
4日7時40分頃

ダム下流多良木観測所
避難判断水位5:30

異常洪水時防災操作

※予測値と実績値は毎正時の値

異常洪水時防災操作判断水位
EL280.7mを超える4日8時30分頃

最高水位EL281.1m
4日９時頃

異常洪水時防災操作を実施した場合
においては、流量低減効果は今次洪
水時の操作より低減するものの、最
大放流量時点（4日10時 約700m3/s）
での多良木観測所の計算水位は3.96m
となり、最高水位4.21m（4日8:30）
を下回る結果となった。
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H31.2H30.12

約20cm程度水位低下

約15cm程度水位低下

図 川辺川水位縦断図(4k000～8k000)

4k400～4k800

5k600

7k000

H21～R1対策箇所
（平水位以上掘削）

代表横断図（川辺川 7k200・川辺大橋付近）

対策後河道水位

対策前河道水位

（H21～R1）
事業費 333,200千円
掘削量 111,200 m3
（永江地区） 53,400 m3

３．治水対策について〔「検討する場」で積み上げた対策（川辺川筋の掘削）〕 31
○検討する場で議論した対策として、平水位以上の河道掘削を実施しており、今次洪水では
一定の水位低減効果があったものと推測されるが、堤防高を大きく上回る洪水のため、大規
模な浸水被害が発生。



○「検討する場」で積み上げた「直ちに実施する対策」の概要は以下のとおり。

３．治水対策の効果について（「検討する場」で積み上げた治水対策） 32

萩原地区の堤防補強

堤防未整備地区の段階的築堤
（川辺川：国管理区間）

球磨川

球磨川堰

球磨川

球磨川堰

現況地盤面

堤防補強

深掘れ箇所
7k600
（右岸）

JR肥薩線

肥薩おれんじ鉄道

計画高水位

矢板打設

平水位

嵩上げ嵩上げ

計画高水位

平水位

嵩上げ嵩上げ

計画高水位

下流部の掘削（一部） 堆積が著しい箇所等の掘削 未対策地区の宅地嵩上げ

人吉橋下流左岸の掘削・築堤
下流部改修の進捗状況に
合わせた内水対策（渡地区）

堤防の質的強化対策 市房ダムの操作の変更

堤防詳細点検結果を踏まえ、必要に応じて、
堤防の質的強化を図る。

市房ダムでは、現状の利水容量は確保し
つつ、より効果的な洪水調節機能を発揮で
きるよう操作規則を変更する。

掘削後

流下能力の向上

被害を最小化するためのソフト対策

国・県・市町村等の適切な役割分担の下、
ソフト対策を実施する。

嵩上げ実施済み地区への対応



漆口

中流部の掘削

大門

人吉市周辺の掘削・引堤

掘削引堤

遊水地

遊水地対象地区の選定

地区名 箇所数 面積（ha） 容量（万m3）

人吉地区 ２ 約30 約100
上流地区 ３ 約70 約180
川辺川地区 １ 約10 約30
合計 ６ 約110 約310

川辺川筋の治水対策

市房ダムの有効活用

＜治水対策の考え方＞
■家屋を守る対策を優先的に行う
○築堤及び家屋嵩上げ等の対策内容については、下流や対岸へ
の影響を考慮しながら、地区毎に検討を行う。
・築堤の位置、構造、高さ等
・建築基準法による災害危険区域の指定
○流下断面を確保するため、平水位以上の掘削を実施する。

・市房ダムの洪水調節能力（標高270mから283mまでの1,830万m3）
を最大限活用する方法で検討を進める。

・実施に向けては、利水者との協議を重ね、現状の利水の安全の確
保を図る。

○「検討する場」で積み上げた「追加して実施する対策（案）」の概要は以下のとおり。

３．治水対策の効果について（「検討する場」で積み上げた治水対策） 33



３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）の効果〕 34
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伊佐市
えびの市

八代市
銚子笠
(1,489m）

人吉地点

横石地点

柳瀬地点

一武地点

渡地点

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

：治水対策前のピーク流量（推定）

：市房ダムの操作変更と有効活用
及び６遊水地を実施した場合の
ピーク流量（推定）

：計画高水流量

約9,800m3/s

約9,500m3/s

5,500m3/s
（計画高水流量）

約3,300m3/s
2,600m3/s

（計画高水流量）

約3,100m3/s

約7,400m3/s

約7,100m3/s

4,000m3/s
（計画高水流量）

○ 「検討する場」で積み上げた対策について、実施済みのものに加え、未実施のものを全て行ったと仮

定した場合、今次洪水に対する主要地点のピーク流量や水位がどの程度低減されるのか推計したところ、
人吉地点では流量で約３００m3/s程度低減するなど、一定の効果が確認される。
※昭和４０年７月洪水規模を目標とした場合の「洪水調節ルール」と「遊水地の越流高」で解析した場合

○ただし、いずれの地点でも計画高水流量を大きく超える流量となった。

約300m3/s減

約300m3/s減
約200m3/s減

（参考）

（参考）

（参考）

【渡】
【一武】

【人吉】

約12,000m3/s

約11,700m3/s

7,800m3/s
（計画高水流量）

約300m3/s減

（参考）

【横石】

約3,400m3/s約3,400m3/s
1,500m3/s

（計画高水流量）

（参考）

【柳瀬】



○水位低減効果の算出にあたっては、準二次元不等流計算結果を用い上流で氾濫せずに河

道内に壁を立てた状態で流下した場合の治水対策前と治水対策実施後の水位の比較によ
り評価する。

○そのため、洪水が堤防高を超え拡散するような地形の場合、治水対策後の水位が堤防高を
超えるような場合は、実際の水位と異なる場合がある。

３．治水対策の効果について〔水位低減量算出の考え方〕 35

水位算定の考え方 治水対策の有無による水位低減効果
の考え方

計算上の
水位

氾濫せず河道内を
流下したと仮定

①

②治水対策後の水位

水位低減効果（①－②）

治水対策前の水位

準二次元不等流計算概念図



３．治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）の効果〕 36

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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伊佐市 えびの市

八代市
銚子笠
(1,489m）

人吉

横石

柳瀬

一武

渡

渡

人吉

横石HWL （10.5m）

13.2m
12.9m

HWL （11.3m）

17.2m

16.6m

約0.3m低下

約0.6m低下

HWL （4.1m）

7.1m

6.3m 約0.8m低下

柳瀬

9.4m
9.2m約0.2m低下

一武

HWL （5.7m）

6.9m
5.8m約1.1m低下

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施した場合、今次洪水が市房ダム調節後、氾濫せずに流

下した場合と比較して、本川上流での貯留効果と人吉区間の河道改修等により、一武から人吉地点ま
で約０．８～１．１m程度、水位が低下するなど、一定の効果を確認。
○ただし、いずれも計画高水位を大きく超える水位となったものと推定される。

：治水対策前のピーク水位（推定）

：市房ダムの操作変更と有効活用
及び６遊水地を実施した場合の
ピーク水位（推定）

：計画高水位（HWL）

※治水対策前後の水位低減効果は、氾濫せずに河道内を流下したと仮定した
場合の水位の比較により推定。このため、治水対策前と今次出水の実績水
位（痕跡）は異なる。

HWL（6.1m）




